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雄
大
な
富
士
山
を
望
む
朝
霧
高

原
で
「
冒
険
を
通
じ
て
の
仲
間
作

り
」
を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ
ン
プ
を

行
い
ま
す
。
本
栖
湖
で
の
カ
ヌ
ー

や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、

夏
休
み
の
思
い
出
に
残
る
様
々
な

体
験
を
し
ま
す
。

と
き　
８
月　

日
月
～　

日
水

１１

１３

（
２
泊
３
日
）

※
朝
８
時
に
区
役
所
正
面
玄
関
前

集
合（　

日
水
は　

時
解
散
予
定
）

１３

１７

※
往
復
貸
し
切
り
バ
ス
利
用

と
こ
ろ　
静
岡
県
朝
霧
高
原
周
辺

（
テ
ン
ト
泊
）

講
師　
東
洋
大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
学
部
教
授　

坂
口
正
治

対
象　
団
体
行
動
が
で
き
る
健

康
な
小
学
４
年
～
６
年
生

定
員　
　

人 
４０

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

費
用　
２
万
１
０
０
０
円
（
バ

ス
代
・
食
材
費
・
傷
害
保
険
料

な
ど
）

申
込
・
問　
７
月
７
日（
必
着
）

ま
で
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
①
小
学
生
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
申
込
②
郵
便
番
号
・
住
所

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
生
年
月

日
（
学
年
）
⑤
電
話
番
号
⑥
保
護

者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
⑦
登
山
や

キ
ャ
ン
プ
の
活
動
経
験
を
明
記
の

う
え
、
植
村
冒
険
館
〒　

‐
０
０

１７４

４
６
蓮
根
２
ノ　

ノ
５

２１

１
５
９
９
４
‐
４
９
１
６

☎
３
９
６
９
‐
７
４
２
１

２m
ail@
u
em
u
ra-m

u
seu
m
-

tokyo.jp

〈
月
曜
休
館
〉

※
複
数
で
申
し
込
む
場
合
は
②
～

⑦
を
全
員
分
明
記

区
と
交
流
が
あ
る
栃
木
県
日
光

市
で
地
元
小
学
生
と
一
緒
に
、
親

子
で
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。
参

加
さ
れ
た
方
に
は
日
光
産
の
お
米

と
じ
ゃ
が
い
も
を
差
し
上
げ
ま
す
。

と
き　
７
月　

日
土

２６

※
朝
７
時
に
区
役
所
正
面
玄
関
前

集
合
（　

時
解
散
予
定
）

１９

※
往
復
貸
し
切
り
バ
ス
利
用

対
象　
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
と

そ
の
お
子
さ
ん

定
員　
　

人
（
申
込
順
）

４５

※
申
込
者
が　

人
以
下
の
場
合
は

２９

中
止

費
用　
一
般
５
８
０
０
円
、
小
学

生
４
８
０
０
円
、
４
歳
以
上
の
幼

児
１
２
０
０
円
（
い
ず
れ
も
バ
ス

代
・
昼
食
代
・
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

申
込　
６
月　

日
月
～　

日
月（
土

１６

３０

曜
・
日
曜
を
除
く
）
の
９
時
～　
１８

時
に
、
電
話
で
株
農
協
観
光
栃
木

支
店☎

０
２
８
‐
６
２
７
‐
２
２
７
７

問●
財
日
光
市
農
業
公
社

☎
０
２
８
８
‐　

‐
７
７
７
０

２２

●
板
橋
区
く
ら
し
と
観
光
課
観
光

振
興
グ
ル
ー
プ

☎
３
５
７
９
‐
２
２
５
１

※
こ
の
事
業
は
民
間
の
旅
行
会
社

に
委
託
し
、
実
施
し
ま
す

検
知
し
た
ラ
イ
ン（
線
）に
沿
っ

て
動
く
模
型
自
動
車
作
り
を
通
し

て
、も
の
づ
く
り
に
触
れ
ま
せ
ん
か
。

と
き
・
内
容
（
４
日
制
）

Ａ
７
月　

日
火　

時　

分
～　

時

２２

１３

１５

１５

　

分
…
工
場
見
学

３０
Ｂ
７
月　

日
水
～　

日
金
、　

時

２３

２５

１３

　

分
～　

時　

分
…
ラ
イ
ン
ト

１５

１６

１５

レ
ー
ス
カ
ー
作
り

※
作
品
は
持
ち
帰
れ
ま
す

と
こ
ろ　
Ａ
区
立
第
一
工
場
ビ
ル

（
舟
渡
３
ノ
５
ノ
８
）
Ｂ
都
立
中

いたばいたばしし
こども技能こども技能塾塾
～夏休みに
　ライントレースカーを
　作ろう～　参加者募集

と
き　
７
月
５
日
土　

時
～　

時

１０

１５

と
こ
ろ　
成
増
社
会
教
育
会
館

内
容　
調
理
実
習「
ち
ま
き
ご
飯
・

も
や
し
と
き
く
ら
げ
の
サ
ラ
ダ
・

団
子
ス
ー
プ
」、
文
化
紹
介

対
象　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

定
員　
　

人 
３０

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

費
用　
１
０
０
０
円

※
財
板
橋
区
文
化
・
国
際
交
流
財

団
会
員
は　

円
９００

申
込
・
問　
６
月　

日
（
必
着
）

２６

ま
で
、
往
復
は
が
き
に
①
台
湾
料

理
教
室
申
込
②
住
所
③
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
④
昼
間
の
連
絡
先
⑤
台

湾
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
⑥
財

団
会
員
登
録
の
有
無
⑦
区
内
在
勤

・
在
学
の
場
合
は
勤
務
先
・
学
校

名
（
返
信
用
に
も
住
所
・
氏
名
）

を
明
記
の
う
え
、財
板
橋
区
文
化
・

国
際
交
流
財
団
交
流
課
（
〒　

‐
１７３

８
５
０
１
、
板
橋
区
役
所
内
）

☎
３
５
７
９
‐
２
０
１
５

※
は
が
き
１
枚
で
２
人
ま
で
申
し

込
め
ま
す
。
②
～
⑦
を
２
人
分
明

記
し
て
く
だ
さ
い

表
具
と
は
日
本
の
伝
統
的
な
工

芸
技
術
で
、
美
術
的
な
鑑
賞
の
対

象
と
な
る
掛
け
軸
な
ど
を
作
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
今
回
は
茶
掛
け

用
の
掛
け
軸
を
製
作
し
ま
す
。

と
き　
６
月　

日
土
・　

日
日
、

２８

２９

計
２
日
、　

時
～　

時　

分

１０

１５

３０

講
師　
株
ホ
ー
ム
社
会
長加

藤　

寛

対
象　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の　

歳
以
上
で
、
両
日
参
加
で
き

１６
る
方

定
員　
　

人
２０

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

費
用　
３
０
０
０
円
（
教
材
費
）

と
こ
ろ
・
申
込
・
問　
６
月　

日
２１

（
必
着
）
ま
で
、
往
復
は
が
き
に

①
博
物
館
講
座
申
込
②
住
所
③
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤
電
話

番
号
⑥
区
内
在
勤
・
在
学
の
場
合

は
勤
務
先
・
学
校
名
（
返
信
用
に

も
住
所
・
氏
名
）を
明
記
の
う
え
、

郷
土
資
料
館
〒　

‐
０
０
９
２
赤

１７５

塚
５
ノ　

ノ　
３５

２５

☎
５
９
９
８
‐
０
０
８
１

〈
月
曜
休
館
〉

と
き　
６
月　

日
日　

時
～　

時

２２

１３

１５

と
こ
ろ　
中
台
中
学
校

対
象　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
小
学
５
年
生
以
上
の
方

定
員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

費
用　
無
料

持
物　
動
き
や
す
い
服
装
・
ス
リ

ッ
パ

申
込　
６
月　

日
土
朝
９
時
か

１４

ら
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
①
ス
ポ
ー
ツ
吹
き

矢
教
室
申
込
②
郵
便
番
号
・
住
所

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
⑥
区
内
在
勤

・
在
学
の
場
合
は
勤
務
先
・
学
校

名
を
明
記
の
う
え
、
志
村
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
プ
リ
ム
ラ
」・
浅
見

問●
志
村
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
プ
リ

ム
ラ
」・
浅
見

１
３
９
３
６
‐
２
１
５
８

●
板
橋
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ

ー
ツ
事
業
係

☎
３
５
７
９
‐
２
６
５
２

植村冒険館自然塾

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏ののののののののののののののののののののの冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!「夏の冒険体験!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生サササササササササササササササササササササマママママママママママママママママママママーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンプププププププププププププププププププププ小学生サマーキャンプ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

 

央
・
城
北
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
板
橋
校
（
舟
渡
２
ノ
２
ノ
１
）

対
象　
小
学
４
年
～
６
年
生

※
初
日
は
保
護
者
同
伴

定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

費
用　
無
料

共
催　
都
立
中
央
・
城
北
職
業
能

力
開
発
セ
ン
タ
ー
板
橋
校

申
込
・
問　
６
月　

日
月
朝
９
時

１６

か
ら
、
電
話
で
産
業
振
興
課
産
業

就
労
係
☎
３
５
７
９
‐
２
１
７
２ 

ライントレースカー
（参考作品）

文化・体験

総合型スポーツクラブ
支援育成事業

スポーツ
吹き矢教室 
参加者募集

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集◆参加者募集◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

区
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
里

神
楽
」
を
保
存
・
伝
承
し
て
い
る
、

成
増
里
神
楽
保
存
会
の
公
演
を
行

い
ま
す
。

里
神
楽
の
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

と
き　
６
月　

日
土

２１

　

時
開
場
・　

時　

分
開
演

１３

１３

３０

と
こ
ろ　
成
増
ア
ク
ト
ホ
ー
ル

演
目　
「
菩
比
上
使
」
ほ
か

定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４７０

※
当
日
、
直
接
会
場
へ

費
用　
無
料

問　
 

●
成
増
里
神
楽
保
存
会
・
久
保

☎
３
９
３
０
‐
４
０
８
５

●
板
橋
区
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

☎
３
５
７
９
‐
２
６
３
６

成
増
里
神
楽
保
存
会
「
菩
比
上
使
」

外
国
文
化
を
知
ろ
う

　

台
湾
料
理
教
室

博
物
館
講
座

　

表
具
入
門

参加者募集

都市交流事業

日光の夏休み
～農業体験交流と
緑まぶしい

中禅寺湖畔散策～
参加者募集

昔
か
ら
、
人
は
神
仏
へ
祈
り
を 
捧 
げ
る

さ
さ

時
、
農
産
物
や
お
金
、 
什 
物
類
、
時
に
は

じ
ゅ
う

建
物
や
石
造
物
な
ど
も
奉
納
し
て
き
ま
し

た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
神
仏
を
鎮

め
た
の
し
ま
せ
る
と
と
も
に
、
信
心
を
あ

き
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

現
在
で
も
川
越
街
道
の
抜
け
道
と
し
て
利
用
さ
れ

る
大
谷
道
か
ら
北
へ
入
っ
た
住
宅
地
に
、
大
谷
口
の

氏
神
様
、
氷
川
神
社
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
当
社
に

は
、
天
保　

年
（
１
８
４
０
年
）
８
月
建
立
の
区
内

１１

最
古
の 
狛 
犬
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
こ
の
狛
犬
か

こ
ま

ら
当
時
の
信
仰
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

本
殿
前
に
並
ん
で
立
っ
て
い
る
２
体
の
狛
犬
の
う

ち
、
向
か
っ
て
右
側
の
台
座
に
、「
権
兵
衛
」「
藤
助
」

「
佐
五
兵
衛
」「
源
左
ヱ
門
」
と
４
人
の
世
話
人
の
名

が
、
ま
た
左
側
の
台
座
に
は
、「
金
二
両　

大
伝
馬
塩

町
大
和
屋
喜
兵
ヱ
内
き
く
」「
金
壱
両　

神
田
明
神
下

西
宮
勘
七
」「
金
二
歩　

湯
島
天
神
下
同
朋
町
大
野
屋

喜
右
ヱ
門
」
と
３
人
の
願
主
の
名
と
建
立
さ
れ
た
日

付
、
そ
し
て
石
工
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

銘
文
か
ら
、
実
際
に
お
金
を
出
し
、
狛
犬
を
奉
納
し

た
の
は
「
大
和
屋
き
く
」
ら
３
人
で
、
世
話
人
の
４

人
は
、
当
社
の
別
当
で
あ
っ
た
西
光
寺
と
の
折
衝
や

石
工
へ
の
手
配
な
ど
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

願
主
の
「
大
和
屋
き
く
」
ら
は
、
こ
の
当
時
大
伝

馬
塩
町（
中
央
区
日
本
橋
本
町
）や
神
田
明
神
下
（
千

代
田
区
外
神
田
）、
湯
島
天
神
下
同
朋
町
（
文
京
区
湯

島
）
に
住
ん
で
お
り
、
一
見
す
る
と
大
谷
口
と
の
接

点
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
喜
右
ヱ
門
の
屋

号
「
大
野
屋
」
か
ら
、
彼
ら
は
現
在
で
も
大
野
姓
の

家
が
多
い
大
谷
口
出
身
で
、
結
婚
や
商
売
の
た
め
に

地
元
を
離
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
時
彼
ら
が
負
担
し
た
三
両
二
歩（
分
）を
、
当

時
の
米
価
を
基
に
現
在
の
お
金
に
換
算
し
て
み
る

と
、　

万
５
０
０
０
円
～　

万
円
位
と
な
り
ま
す
。

１９

２３

こ
の
金
額
は
、
現
在
の
石
像
彫
刻
物
の
価
格
と
大
差

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
時
の
生
活
水
準
か
ら

す
る
と
、実
際
に
は
何
倍
も
の
価
値
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
も
当
時
は
、
飢 
饉 
な
ど
に
よ
っ
て
諸
物
価
が
高

き
ん

騰
し
て
お
り
、
商
売
を
し
て
い
る
と
は
い
え
決
し
て

気
軽
に
出
せ
る
金
額
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
、
ど
う
し
て
当
社
に

狛
犬
を
奉
納
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
親
し
ん
だ
故
郷

の
氏
神
様
へ
の
信
心
か
ら
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
故
郷
に 
錦 
を
飾
ろ
う
と
い
う
思
い
が
な
か
っ
た

に
し
き

と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、今
と
な
っ
て
は
、

そ
れ
を
あ
き
ら
か
に
す
る 
術 
が
な
い
の
が
残
念
で
す
。

す
べ

【
文
化
財
専
門
員　
畠
山　
聡
】 

○１０４
 
 

大谷口氷川さまの狛犬 

参加者募集

大谷口氷川神社の狛犬（大谷口上町８９）

里神楽の夕べ
観覧者募集 
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